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お知らせ

●日　時
８月７日（土）～９月11日（土）の毎週土曜日
※８月14日（土）除く全５回　　※別途実習あり
９時30分～17時
●場　所
総合ケアセンターゆくり　２階介護実習室
●定　員
30人　受講料　無料
●受講の要件(すべてを満たす方)
・ 受講終了時点で満25歳以上で、町内に在住して
いる方

・ 原則として養成講座のすべての課程を受講できる
見込みのある方

・高齢者、障害者等に対する理解と熱意がある方
・ これまでに、未成年後見人、成年後見人、保佐人
または補助人を解任されたことがない方

・破産していない方
・ 現在、成年被後見人、被保佐人、または民法第
17条１項の審判（補助人の同意を要する旨の審判）
を受けた被補助人ではない方
※ このほか、事務局で受講がふさわしくないと判断
した場合、受講をお断りする場合があります

●応募方法
市民後見人養成講座受講申込書（苫小牧市社会福祉
協議会ホームページからダウンロード）に必要事項
を記入し、持参または郵送で提出

●応募締切
７月30日（金）まで（必着）
●受講の決定
受講の可否決定は、応募者全員に連絡します。
●その他
・全過程を終了した方には、終了証を交付します。
・ 講座修了者で、市民後見人として活動を希望され
る方については、面接の上、市民後見人候補者と
して登録します。ただし、市民後見人として適正
を欠くと判断される方については、登録を行わな
い場合があります。
●申し込み・問い合わせ
苫小牧市社会福祉協議会　成年後見支援センター
〒053-0021　苫小牧市若草町3－3－8
苫小牧市民活動センター内
☎0144－32－7111（代表）
ホームページ　http://www.tomakomai-shakyo.
or.jp/

※ 新型コロナウイルス感染症の拡大状況などにより、
開催を延期または中止する場合があります

苫小牧市社会福祉協議会　成年後見支援センター
☎ 0144‒32‒7111市民後見人養成講座

認知症や知的・精神障害など判断能力が不十分な方の権利を守る市民後見人の養成講座を開催します。

戦没者等の遺族に特別弔慰金（記名国債）を支給します。

住民課 福祉グループ　☎ 26‒7872
（総合ケアセンターゆくり内）第11回特別弔慰金

●支給対象者
戦没者等の死亡時の遺族で、令和２年４月１日（基

準日）において「恩給法による公務扶助料」や「戦
傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」等を受
ける方（戦没者等の妻や父母）がいない場合に、次の
順番による先順位の遺族１人に支給します。
① 令和２年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等救
護法による弔慰金の受給権を取得した方

②戦没者の子
③戦没者等の⑴父母⑵孫⑶祖父母⑷兄弟姉妹
※ 戦没者等の死亡当時、生計関係を有していること
等の要件を満たしているかどうかにより、⑴~⑷
の順番が入れ替わります。

④ 上記①から③以外の戦没者等の三親等内の親族
※ 戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関
係を有していた方に限ります。

●支給内容
額面25万円、５年償還の記名国債
●請求期間
令和５年３月31日（金）まで
※ 請求期間を過ぎると受け取ることができなくなり
ますので、ご注意ください。

※ 第10回特別弔慰金を支給された方には、令和２
年７月までに申請の案内が郵送されています。
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令和３年第２回定例会が６月８日に開催されました。
会期日程は、８、９日の２日間。町森林再生・林業復興
基金条例の制定や令和３年度町一般会計補正予算など議
案21件、承認３件が審議され、原案通り可決。４件の報
告がなされました。主な内容をお知らせします。議 会

令和３年 第２回定例会




